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石
川
県
保
険
医
協
会
で
は
、

医
療
・
福
祉
担
当
者
や
研
究
者

の
編
集
協
力
を
得
て
、
昨
年
末

に
「
介
護
保
険
対
応
版
　
福
祉

マ
ッ
プ
改
訂
第
５
版
」
を
五
千

部
発
刊
し
ま
し
た
。
今
回
は
地

元
出
版
社（
能
登
印
刷
出
版
部
）

に
印
刷
・
販
売
を
依
頼
し
、
県

内
主
要
書
店
に
配
本
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
金
沢
市
柿
木

畠
の
う
つ
の
み
や
本
店
で
は

「
介
護
保
険
コ
ー
ナ
ー
」
や

「
郷
土
の
本
コ
ー
ナ
ー
」
の
最

も
目
立
つ
と
こ
ろ
で
平
積
み
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
香
林
坊
の
福

音
館
書
店
で
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

の
第
二
位
と
な
り
、
静
か
な
ブ

ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
北
陸
中
日
新
聞

（
別
掲
）、
朝
日
新
聞
に
も
大
き

く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

保
団
連
は
じ
め
医
療
・
福
祉
団

体
の
機
関
紙
や
業
界
誌
に
も
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、『
全
国
保
険

医
新
聞
』『
福
祉
の
ひ
ろ
ば
』

『
日
経
ヘ
ル
ス
ケ
ア
』『
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｌ
』『
月
刊
国
民
医
療
』
な
ど

の
近
刊
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協

力
い
た

だ
い
た

各
市
町

村
福
祉

担
当
課

か
ら
は
、
本
書
の
追
加
注
文
と

と
も
に
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の

照
会
や
訂
正
依
頼
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
（
正
誤
表
を
参
照
）。

ま
た
、
あ
る
県
会
議
員
か
ら
は

石
川
県
の
「
自
立
支
援
型
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
」
の
改

善
点
な
ど
、
最
新
の
情
報
提
供

も
あ
り
ま
し
た
。

本
書
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

〝
各
自
治
体
ご
と
の
調
査
と
比

較
を
通
じ
て
、
進
ん
だ
と
こ
ろ

に
追
い
つ
く
運
動
〞
に
役
立
つ

資
料
と
し
て
、
自
治
体
関
係
者

に
重
大
な
関
心

を
持
っ
て
読
ま

れ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
ま

す
。保

険
医
協
会

に
は
連
日
の
よ

う
に
社
会
福
祉

協
議
会
や
介
護

保
険
関
連
施
設
、
居
宅
介
護
事

業
所
な
ど
か
ら
注
文
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
書
の
大
量
普

及
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

会
員
は
じ
め
保
険
医
新
聞
読
者

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
本
書
を
昨
年
の
定
期

総
会
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
医

療
福
祉
総
合
研
究
所
主
任
研
究

員
の
朝
日
健
二
さ
ん
に
贈
呈
し

た
と
こ
ろ
、「
お
礼
状
」
を
頂

き
ま
し
た
の
で
、
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

『福祉マップ』正誤表 
「福祉マップ」改訂第5版に一部誤りがありました。次のように訂正し、お詫びします。 

頁 誤 該当箇所 

P  71 
 
 
P 141 
 
 
 
P 177 
 
 
P 208 
 
 
P 246 
 
 
P 260 
 
 
 
P 265

石川県社会福祉会館内 
 
 
削除 
 
 
 
在宅寝たきり老人等介護慰労金 
（85ページ） 
 
石川県野々市町本町14番65号 
（ヌを削除する） 
 
乳幼児医療の対象 
0～6歳児（入院、退院） 
 
乳幼児医療費助成制度 
0～6歳児 
（入院、通院すべてに○印が入る） 
 
入浴サービス 
○印が入る 

正 

コラム最終行から 
2行目 
 
傷病手当金の支給
内容、1行目 
 
 
凡例　2.エ 
 
 
野々市町の所在地 
 
 
能登島町の医療助
成制度 
 
医療費助成制度覧
の能登島町の行 
 
 
介護保険関連制度
一覧の野々市町の行 

石川県社会福祉会舘内 
 
 
また、被扶養者のいないものが入院
した場合は、1日について標準報酬
日額の40%の額になります。 
 
在宅寝たきり老人等介護慰労金 

（76ページ） 
 
石川県野々市町本町ヌ14番65号 
 
 
乳幼児医療の対象 
0歳児（入院、退院）、1～3歳児（入院） 
 
乳幼児医療費助成制度 
0歳児及び1～3歳児 

（入院に○印あり） 
 
入浴サービス 
無印 

『
福
祉
福
祉
マ
ッ
プ
』が
好
評

が
好
評 

事
務
局
長
　
神
田
　
順
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『
福
祉
マ
ッ
プ
』が
好
評 

●●●● 協会に寄せられたお便り ●●●●

朝日 健二さんからのお礼状

『福祉マップ』をご恵送いただきました。大変立派な本を、ありがと

うございます。

確か、東京保険医協会在籍中に初版を拝見したとき、「これはすばら

しい」と思いましたが、今回の第5版は、初版の水準を大きく超えたも

のになっているように思います。第一線で活動されている学者、専門

家による集団編集により内容が実践的なものになっていて、また、住

民の視点で解説、編集されているところに、わかりやすさ、親しみ、

そして暖かさを感じます。

出版による社会貢献もさることながら、マップ編集でおおいにご勉

強なさった方々および石川県保険医協会の今後の活動に、目には見え

ないかも知れませんが、きっと大きな財産になっており、新たな実を

結ぶことと存じます。

いろいろのことがあった20世紀も、まもなく終わろうとしています。

花開く21世紀にするための、よいお年をお迎えくださいますよう、お

祈り申し上げます。 早々

追伸

なお、31頁の「ご存知ですか」に関連しますが、このほど厚生省が、

「申請に基づく要介護認定の取消し」を認め、Q&A（2000. 11. 16. 全国

課長会議資料136頁）で示しましたので、老婆心ながらお伝えしておき

ます。 （医療福祉総合研究所主任研究員）
（1月9日付・北陸中日新聞）

書店に並べられた『福祉マップ』



ffffffffffffffffffffffffffff
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f

（3）2001年２月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第346号石 川 保 険 医 新 聞

医
療
の
現
場
で
起
こ

る
事
件
が
、
連
日
の
ご

と
く
マ
ス
コ
ミ
に
踊

る
。
医
療
機
関
の
大
小

を
問
わ
ず
、
医
療
現
場

は
混
乱
を
極
め
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
信
頼
と
い
う
目
に

見
え
ぬ
絆
の
上
に
成
り
立
つ
医
療
の

前
提
が
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
に
、
大

き
な
危
惧
と
悲
し
み
を
感
じ
る
。

医
療
過
誤
と
呼
ば
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
ミ
ス
の
上
に
成
り
立
つ
事
件
。
そ

の
多
く
は
個
人
の
資
質
、
技
量
、
緊

張
感
、
知
識
な
ど
の
絶
対
的
不
足
の

上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
医
療

に
携
わ
る
各
部
署
が
相
互
に
補
完
し

あ
い
、
お
互
い
に
注
意
を
喚
起
す
る

以
外
に
道
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

で
す
べ
て
の
医
療
過
誤
が
防
げ
る
わ

け
で
は
な
い
。
人
は
ミ
ス
を
犯
す
動

物
で
あ
る
。
そ
れ
は
ミ
ス
に
よ
っ
て

惹
き
起
こ
さ
れ
る
結
果
の
重
大
性
と

は
別
の
問
題
で
あ
る
。
夜
も
寝
な
い

で
当
直
業
務
を
こ
な
し
、
翌
日
も
神

経
を
す
り
減
ら
す
医
師
の
現
状
。
ナ

ー
ス
も
、
ま
た
、
然
り
で
あ
る
。
そ

う
い
う
事
実
か
ら
、
行
政
も
マ
ス
コ

ミ
も
意
図
的
に
目
を
そ
ら
し
て
い

る
。
業
務
の
見
直
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
、
注
射

器
の
改
善
、
類
似
薬
剤
名
の
変
更
、

新
た
な
医
療
装
置
の
開
発
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
基
本
は
人
で
あ
る
。
繰
り
返
し

に
な
る
が
、
「
人
は
ミ
ス
を
犯
す
」

と
い
う
前
提
に
立
っ
た
、
ダ
ブ
ル
チ

ェ
ッ
ク
や
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
の
シ
ス

テ
ム
の
構
築
こ
そ
が
基
本
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
人
員
の
増
加
、
再
配

置
、
さ
ら
に
は
そ
の
経
済
的
保
障
と
、

医
療
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
議
論
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
事
件
は
、
医
療
現
場

を
借
り
た
医
療
と
は
無
縁
の
傷
害
行

為
で
あ
る
。
行
政
、
企
業
、
教
育
、

あ
ら
ゆ
る
世
界
で
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

（
倫
理
観
の
欠
如
）
が
言
わ
れ
て
久

し
い
。
仙
台
に
お
け
る
筋
弛
緩
剤
の

点
滴
混
入
事
件
は
、
医
療
の
世
界
も

ま
た
、
す
さ
ん
だ
人
の
心
を
反
映
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
医
療

現
場
は
心
身
共
に
病
ん
だ
人
が
最
後

に
拠
り
所
と
す
る
場
所
で
あ
る
。
介

護
保
険
が
提
示
し
た
「
癒
し
」「
傾

聴
」「
共
感
」
な
ど
の
数
々
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
鋭
い
刃
と
な
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
問
い

直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

防
ぎ
切
れ
な
い
現
場
現
場
の
苦
悩
苦
悩
と 

拡
大
拡
大
す
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド 

防
ぎ
切
れ
な
い
現
場
の
苦
悩
と 

拡
大
す
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド 

医
療
現
場
で
起
こ
る
事
件 

囲 

解 
答 

碁 

白１の伸びが好手で黒死にと 
なります。 

（問題は８面にあります） 

1
3
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2

会員の旅行記や医療・福祉など、テーマは
問いません。FAX、E-mailなどでお寄せください。 

FAX（076）231－5156 
E-mail：iskw_sugino@doc-net. or. jp

二
〇
〇
一
年
の
新
年
を
迎

え
て
一
言
ご
挨
拶
を
い
た
し

ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

て
、
石
川
保
険
医
協
会
の
会

員
の
皆
さ
ん
、協
会
の
役
員
、

事
務
局
員
の
皆
様
方
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

協
会
も
一
九
七
五
年
に
発

足
し
て
二
十
六
年
に
な
り
、

今
で
は
大
き
く
発
展
し
て
自

他
共
に
認
め
ら
れ
た
医
師
の

団
体
に
成
長
し
ま
し
た
。

昨
年
度
も
石
川
保
険
医
新

聞
十
二
月
号
に
発
表
さ
れ

た
、
協
会
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス

を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
が
、

あ
ら
ゆ
る
面
に
努
力
し
、
協

会
が
立
派
な
団
体
に
な

っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

皆
様
と
喜
ぶ
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
少
し
で

す
が
協
会
の
仕
事
を
し

て
き
た
自
分
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
も
一
層
ご

努
力
さ
れ
、
さ
ら
に
成

長
さ
れ
る
よ
う
に
、
お

祈
り
と
お
願
い
を
い
た

し
ま
す
。

私
も
金
沢
を
離
れ
て

二
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、

や
は
り
協
会
の
こ
と
が
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
だ
け

で
な
く
、
全
開
業
医
ひ
い
て

は
協
会
の
た
め
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

私
は
の
ん
び
り
と
し
た
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、

幸
い
熱
海
は
天
気
が
良
く
暖

か
く
、
体
の
方
も
元
気
で
元

旦
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

昨
年
は
伊
豆
半
島
の
東
入

り
口
熱
海
の
来
ノ
宮
神
社
に

初
参
り
し
ま
し
た
が
、
今
年

は
伊
豆
半
島
の
西
入
り
口

で
、
熱
海
か
ら
東
海
道
線
で

約
十
五
分
で
富
士
山
の
上
半

分
が
見
え
る
、
富
士
山
の
湧

水
の
豊
富
な
三
島
に
あ
り
、

静
岡
県
で
初
詣
者
の
最
も
多

い
三
島
大
社
に
初
参
り
し
ま

し
た
。

静岡県で初詣者の多い三島大社

協会の成長をうれしく 
一層の発展を願って 
協会の成長をうれしく 
一層の発展を願って 

名誉会長　後藤田　博之（熱海市在住） 

●
第
八
日
目

五
月
六
日
、
午
前
三
時
四

十
五
分
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ル
。
五
時
に
ホ
テ
ル
出
発
。

六
時
五
十
分
に
バ
ル
セ
ロ
ナ

空
港
で
エ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
の

ス
ト
ラ
イ
キ
で
飛
ば
な
い
こ

と
が
聞
か
さ
れ
る
。
さ
て
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の
か
。

「
ア
ス
タ
・
マ
ニ
ア
ー
ニ
ャ
」

か
。
そ
こ
ら
中
に
不
審
な
男

達
が
新
聞
を
持
っ
て
座
っ
て

い
る
。
村
越
さ
ん
は
ス
リ
や

ヒ
ッ
タ
ク
リ
は
背
広
を
着
て

い
て
観
光
客
風
だ
と

い
う
。
で
も
、
ガ
イ

ド
は
ち
ゃ
ん
と
見
抜

い
て
い
て
、
き
ょ
う

も
空
港
に
二
組
入
っ

て
い
る
か
ら
、
気
を

付
け
る
よ
う
に
と
言

わ
れ
た
。
時
間
待
ち

の
間
、
き
っ
と
あ
れ

が
そ
う
だ
と
か
、
あ

の
男
が
怪
し
い
と
か

い
ろ
い
ろ
想
像
し

た
。八

時
四
十
五
分
、
私
達

は
、
Ｆ
先
生
ご
夫
婦
と
四

人
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

香
港
経
由
で
関
空
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
皆
ば
ら

ば
ら
に
な
り
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
か
ら
北
京
そ
し
て

成
田
、
あ
る
い
は
福
岡
、

あ
る
い
は
名
古
屋
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
七
日
に
帰

れ
た
だ
け
で
も
ラ
ッ
キ
ー
と

で
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
成
田

や
福
岡
に
着
い
た
ら
、
ま
た

ま
た
そ
の
後
が
大
変
だ
ろ
う

と
思
う
と
、
私
達
が
一
番
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
空
港

ま
で
イ
ベ
リ
ア
航
空
で
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
二
時
間
待

ち
で
キ
ャ
セ
イ
・
パ
セ
フ
ィ

ッ
ク
に
乗
り
換
え
、
香
港
で

さ
ら
に
二
時
間
待
ち
し
て
日

本
国
内
航
空
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
乗

り
、
関
空
に
日
本
時
間
の
午

後
三
時
三
十

分
ご
ろ
に
到

着
。
関
空
の

ス
ナ
ッ
ク
喫

茶
で
ビ
ー
ル

を
注
文
。
や

は
り
日
本
製

の
ビ
ー
ル
が

一
番
う
ま
い
。
お
客
の
大
半

が
外
国
帰
り
な
の
に
、
入
り

口
に
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
置
い

て
ビ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

ん
で
い
る
の
を
見
て
、
取
ら

れ
る
の
を
心
配
し
な
い
の
か

と
こ
ち
ら
が
心
配
だ
っ
た
。

午
後
四
時
十
八
分
、
関
空

か
ら
「
は
る
か
」
に
乗
り
新

大
阪
、
混
ん
で
い
そ
う
だ
っ

た
の
で
雷
鳥
の
グ
リ
ー
ン
車

に
乗
っ
た
。
金
沢
到
着
は
午

後
八
時
一
分
で
あ
っ
た
。

◇
最
後
に
◇

今
回
の
金
沢
市
医
師
会
の

ス
ペ
イ
ン
旅
行
は
、
少
し
ハ

ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
思
い

ま
し
た
。
足
腰
が
悪
か
っ
た

ら
と
て
も
無
理
だ
と
思
い
ま

し
た
。
元
気
で
な
け
れ
ば
つ

い
て
行
け
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
少
し
の
ト
ラ
ブ
ル

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

は
そ
れ
で
楽
し
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
駆
け
足
の
ス

ペ
イ
ン
旅
行
で
し
た
が
、
明

る
い
陽
気
な
ス
ペ
イ
ン
の
人

達
を
見
て
、
ま
だ
ま
だ
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
な
り

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

藤田　士郎（金沢市・内科） 

帰路に発つ 
ヨーロッパ訪問記 

旅行記シリーズ 

⑥ 
（最終回） 

コロンブスの記念碑

グラン・シッチェス・ホテルの前で



2001年２月15日（毎月15日発行）（4）第346号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

─第151例─

1．保険者名：国保 金沢市

2．年　　齢：66歳（女性）

3．診 療 月：平成12年9月

4．過誤調整連絡書の発行月：平成12年11月

5．病名・診療開始月

a 慢性膵炎 平成10年5月1日

s 高コレステロール血症 平成10年10月30日

6．該当月の診療実日数：2日

＜主治医の意見＞
フォイパン6T→3Tに減点された。

前月は減点されませんでした。

改訂書には慢性膵炎における急性症状の緩解には～600mg3回に分けて経

口投与すると書いてあります。

再審査請求できるでしょうか?

＜協会のコメント＞
フォイパンの能書をみると慢性膵炎における急性症状の寛解に対して1日

600mg、3回に分服、となっており、注意事項にも重症患者への投与禁止が

あるだけで、特別注意するようなことはありません。一方、レセプト記載

の病名には、「急性症状ありとの注記」はないものの、平成10年5月1日開始

の慢性膵炎があり適応症、用法からは問題はないようにみえます。しかし、

石川県における審査指導の基準として、「フォイパンの慢性膵炎の急性増悪

期以外の患者への使用は適応外投与」とされています。このあたりに本件

における減額査定の根拠があるようです。そこで、レセプトから本件患者

の経過を推察し、査定される根拠があるかを考えてみます。

査定月（9月）およびその前2ヶ月分のレセプトを縦覧し当該患者の経過

を想像してみると、7月26日急性胃炎の症状を初発として腹痛等の慢性膵炎

の急性症状が現れたので生化学検査等を実施し、検査結果の明らかとなっ

た8月はじめより、フォイパンの投与量を急性症状寛解を目的とした通常投

与量600mg／日に増量したと判断できます。8月3日には、症状発現時にど

うしても除外しておかなければならない膵癌に対する検査がなされており、

同時に慢性膵炎の経過をみるための最低限の検査であるアミラーゼの測定

も行われています。症状の方は、フォイパンの投与量を600mgに増量した

後軽快に向かい、9月には検査をするまでもなく、しばらくの600mg投与で

経過観察できる状態にあったのであろうと考えられます。すこやか検診で

アミラーゼ等の検査がなされている可能性もあります。

以上のように第3者がレセプトをながめて普通に考えられる経過をまとめ

てみると、「急性症状ありの注記」がないとしても3ヶ月の経過からは十分

に急性症状があったことが伺えるものであり、フォイパンを3錠に減額査定

される理由は見つかりません。しかし、最近のレセプト審査は、特に保険

者での再点検においては、診療内容ではなく事務的な適応病名主義でなさ

れているのが現状で、「急性症状ありの注記」のないことがそのまま減額査

定につながったものと理解できます。ところが、ここで理解できない事実

があることに気づきます。すなわち、「急性症状ありの注記」がないにも関

わらず、フォイパン300mgは適応となり、600mgは認められないこと、検

査がしてある月は600mg投与が認められていることの2点です。協会審査指

導担当としては、支払基金、国保連の内情を知らないので、正確なことは

申し上げられませんが、これらから考えられることは、「注記無しは300mg

までは認める」、「検査がしてあれば、注記がなくても急性症状ありと認め

る」という内規があるのかも知れないということです。

以上、長々と考察してきましたが、本件への対応としては、3ヶ月間の継

続的審査において、薬事法承認事項の解釈に一貫性のないところもあり、

経過を簡記して再審査請求しておくべき事例と思われます。

『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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石
川
県
保
険
医
協
会
は
昨
年

十
二
月
二
十
七
日
、
金
沢
都
ホ

テ
ル
「
鳳
凰
の
間
」
に
お
い
て
、

「
健
康
保
険
法
等
改
定
検
討
会

（
二
〇
〇
一
年
一
月
改
定
）」
を

開
催
し
ま
し
た
。
改
正
法
の
国

会
で
の
議
決
か
ら
わ
ず
か
一
カ

月
で
施
行
と
い
う
あ
わ
た
だ
し

い
日
程
の
な
か
、
ま
た
、
年
の

瀬
が
押
し
迫
っ
て
の
開
催
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
五
百
十
五
人
と

い
う
た
い
へ
ん
多
く
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
に
は
、
新
点
数
改

定
時
と
同
様
に
、
厚
生
省
か
ら

出
さ
れ
た
告
示
・
通
知
等
を
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
た
保
団
連

発
行
の
「
健
保
法
等
改
定
の
ポ

イ
ン
ト
」
を
使
用
し
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
、
ま
ず
、「
健
保

法
等
改
定
の
概
要
」
を
工
藤
事

務
局
員
が
説
明
し
た
後
、「
一

部
負
担
金
の
改
定
」
に
つ
い
て

西
田
理
事
か
ら
解
説
が
あ
り
、

休
憩
を
は
さ
ん
で
、「
レ
セ
プ

ト
、
処
方
せ
ん
の
記
載
要
領
等

の
変
更
点
」「
老
人
保
健
と
公

費
負
担
医
療
併
用
の
取
扱
い
」

「
高
額
療
養
費
の
改
定
・
高
額

医
療
費
の
新
設
」「
医
療
保
険

に
関
す
る
そ
の
他
の
改
定
」

「
医
療
法
、
医
師
法
・
歯
科
医

師
法
の
改
定
」
に
つ
い
て
工
藤

事
務
局
員
か
ら
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。

制
度
改
定
は
既
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
改
め
て

今
回
の
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
て
お
く
と
、
①
老
人
医
療

の
一
部
負
担
金
が
改
定
さ
れ
、

外
来
、
入
院
と
も
、
月
額
上
限

付
き
で
、
原
則
定
率
一
割
負
担

と
な
っ
た
（
診
療
所
の
外
来
に

限
り
定
額
制
を
届
け
出
る
こ
と

が
で
き
る
。）、
②
老
人
の
薬
剤

一
部
負
担
金
が
廃
止
さ
れ
た
、

③
高
額
療
養
費
の
対
象
区
分
に

上
位
所
得
者
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ

ー
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
自
己
負

担
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
低
所
得
者
以
外
に

つ
い
て
は
自
己
負
担
限
度
額
に

「
医
療
費
ス
ラ
イ
ド
部
分
」が
導

入
さ
れ
た
、
④
老
人
医
療
に
高

額
医
療
費
支
給
制
度
が
創
設
さ

れ
、
世
帯
合
算
等
が
可
能
と
な

っ
た
、な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

検
討
会
開
催
後
も
、
追
加
の

事
務
連
絡
が
い
く
つ
か
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
保
険
医
協
会
で
は

こ
れ
ら
の
情
報
を
入
手
で
き
次

第
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
情
報
提

供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
月
号
に
は
、
厚
生
労

働
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
老
人
保

健
制
度
改
定
Ｑ
＆
Ａ
」
を
掲
載

し
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

横
井
久
美
子

横
井
久
美
子 

　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト 

美
し
美
し
い
地
球
、

地
球
、き
ら
め
く
命 

美
し
い
地
球
、き
ら
め
く
命 

横
井
久
美
子 

　
　
コ
ン
サ
ー
ト 

核戦争を防止する石川医師の会 
非核の政府を求める石川の会 

1076‐222‐5373
（石川県保険医協会 内） 

2001年 

2月25日（日） 

大 人  2,000円 
500円 高校生以下 

障　害　者 

金沢市観光会館 
2階大集会室 

ひる 1：30開場   2：00開演 

（金沢市下本多町6番丁27　1076‐220‐2501） 

共
催 

連
絡
先 

健
康
保
険
法
等
改
定
検
討
会 

保
団
連
テ
キ
ス
ト
で
分
か
り
や
す
く 

515人が参加した健康保険法等改定検討会



老人保健制度改定に関するQ&A
厚生労働省保険局企画課老人医療企画室から、2000年12月20日、25日、27日、28日、そして2001年1月9日の5回にわたって、「老人保健制度改正に関

する問答集」という事務連絡が出されました。これは都道府県担当主管課宛てに通知されたもので、1月1日から施行された老人一部負担金等の改定について、

都道府県担当窓口において質問に答える際の資料として作成されたものです。以下に、医療機関に関係するものを抜粋したうえでカテゴリーごとに並べ替え、

見出しをつけて、掲載します。 

１．老人外来一部負担金の改定（定額制） 4．老人一部負担金の改定（上記以外の項目） 

2．老人外来一部負担金の改定（定率制） 

3．老人入院一部負担金の改定 

5．老人薬剤一部負担金の廃止 

 
 
（新規開設時の定額制の届出） 

月の途中に新たに開設される診療所が定額制を選択する場合でも、定額制とな
るのは届出のあった日の属する月の翌月の初日からか。 

 

新たに開設される診療所については、開設前に定額制の届出があれば、開設

の日から定額制となる。 

 

（医科歯科併設診療所の定額制の届出） 
医科と歯科が併設されている診療所は、どちらか一方の診療科のみ定額制を選
択することができるのか。 

 

可能である。 

 

 

 

（包括点数算定時の薬局の一部負担金） 
定率制の診療所で外来総合診療料を算定している場合において院外処方を
行ったときは、薬局で一部負担金を支払う必要があるのか。 

 

外来総合診療料のようないわゆる包括点数を算定している場合であっても、院

外処方が行われた場合には薬局で一部負担金を支払う必要がある。 

 

（外来総合算定後の急性増悪による一部負担金の調整） 
老人慢性疾患外来総合診療料を算定した後において、急性増悪により出来高

に変更となった場合、出来高により算定した点数により一部負担金を再計算し、必 
 要に応じて償還あるいは追加徴収を行うのか。 

 

お見込みのとおり。 

 

（在宅総合と一部負担金） 
寝たきり老人在宅総合診療料については、1月に2回以上訪問して診療を行っ

た場合に算定することとされているが、これに係る一部負担金は、2回目に訪問した 
 際に算定することとなると考えてよいか。また、結果的に1月に1回しか訪問しなかった 
 場合には出来高算定となるが、この場合には一部負担金についても調整を行うと 
 考えてよいか。 
 

お見込みのとおり。 

 

 

 

（外来即入院の一部負担金） 
定額制の診療所における外来即入院のケースでも、一部負担金及び月額上限

については、その月の医療費は全て入院に係る医療費とみなして算定・適用するのか。 
 

定額制の医療機関であれ、定率制の医療機関であれ、外来即入院のケースに

おける一部負担金及び月額上限については、その日の医療費は全て入院に係る 

 医療費とみなして算定・適用する。 

 

（労災で入院中の患者の他傷病に係る受診） 
労災保険で入院中の患者が風邪等他の傷病で老人医療を受けた場合、明細
書は入院、入院外のいずれを使用すべきか。 

 

従来どおり入院用の明細書を使用するものとし、摘要欄にその旨を記載する。

なお、その際の一部負担金については、外来の月額上限を適用し、明細書の「負 

 担金額」欄に所定の記載を行う。 

 

（結核老人患者のレセプト記載） 
 

結核の老人患者が入院した場合のレセプトの記載要領如何。 
 

外来に係るレセプトと同様、「療養の給付」欄の「公費」の項に、老人医療に係

る一部負担金から同負担金のうち当該公費負担医療が給付する額を控除した額 

 （即ち、窓口で徴収した額）を記載していただきたい。 

 

 
 

（共同指導料と一部負担金） 
入院中の患者に対して、その患者が入院している医療機関の医師とその患者

の主治医が共同して指導を行う場合（開放型病院共同指導料など）については、共 
 同で指導を行う医療機関の双方において一部負担金を徴収することとなるのか。 
 

お見込みのとおり。 

 

（治療用装具と一部負担金） 
 

治療用装具に係る医療費の支給額はどのようになるのか。 
 

治療用装具に要した費用の額から、その額の1割（月額上限3,000円）に相当す

る額を控除した額となる。なお、1割に相当する額に10円未満の端数があるときは 

 四捨五入する。 

 

（月途中での生計維持者の異動と月額上限） 
月の途中で、高齢者の市町村の異動と同時にその主たる生計維持者に異動が
生じ、課税世帯が非課税世帯に、あるいは非課税世帯が課税世帯となった場合の 

 月額上限の取扱いはどうなるのか。 
 

 

 

  

○支払の際に、患者はＢ市の低所得者認定証を医療機関に提示。 

○Ａ市分の医療費については、患者は低所得者として取り扱われないため、医療機関

においては、その1割（37,200円上限）を患者負担とし、残りを診療報酬として請求する。 

○Ｂ市分の医療費については、患者は低所得者として取り扱われるため、24,600

円から既にＡ市分に生じている一部負担金を控除した額（その額が0円未満と

なるときは0円）を患者負担とし、残りを診療報酬として請求する。 

 

 

 

 

 

a　支払の際に、患者が既にＡ市の低所得者認定証を返還しており、医療機関

に認定証を提示できない場合には、医療機関においては、患者を低所得者で

なく一般の者として取り扱うこととなる。この結果、Ａ市分の医療費については、

その1割（37,200円上限）を患者負担とし、残りを診療報酬として請求する。また、

Ｂ市分の医療費については、37,200円から既にＡ市分として生じている一部負

担金を控除した額（その額が0円であるときは0円）を患者負担とし、残りを診療

報酬として請求する。 

s　仮に、患者がＡ市の低所得者認定証を医療機関に提示することができた場

合には、医療機関は、Ａ市分の医療費については、患者を低所得者として取り

扱い、その1割（24,600円上限）を患者負担とし、残りを診療報酬として請求。Ｂ

市分の医療費については、患者は低所得者ではなく一般の者として取り扱われ、

37,200円から「Ａ市分の医療費の1割に相当する額」（注）を控除した額の範

囲内でＢ市分の医療費の1割に相当する額を患者負担とし、残りを診療報酬と

して請求する。 

（注）　実際に負担する額ではない。上記の例では、24,600円ではなく、30,000円。 

（なお、市町村に異動がない場合において、市町村民税課税者が月の途中で

転出入したことなどにより、課税世帯が非課税世帯となった場合においては、そ

の月は非課税世帯として取り扱う。） 

 

 

 

（院外処方せんのマル免記載） 
従来、老人に係る院外処方せんについては、老人慢性疾患外来総合診療料な

ど包括点数を算定した上で院外処方せんを交付する場合には、マル免（免をマル 
 で囲む）等の記載をしていたところであるが、当該記載は今後も必要となるのか。 
 

老人医療に係る薬剤一部負担金が廃止されたことに伴い、老人に係る院外処

方せんについては記載する必要はない。 

問1 問1

問2

問3

答 

答 

答 

問2

問1

問2

問3

問1

問2

問3
問1

答 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

［ケース１］課税世帯から非課税世帯となった場合 
A市（課税世帯） 

医 療 費  

20,000円 
200,000円 

B市（非課税世帯） 

一部負担金 4,600円 
200,000円 

A市（非課税世帯） 

医 療 費  

30,000円 
200,000円 

B市（課税世帯） 

7,200円 
24,600円 7,200円 

300,000円 

一部負担金 
（1） 

（2） 

［ケース2］非課税世帯から課税世帯となった場合 
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お
サ
ル
先
生
の
小
話
三
つ
。

ミ
ニ
エ
ピ
ソ
ー
ド
①

Ｏ
さ
ん
夫
妻
は
、
妻
八
十
四

歳
・
夫
七
十
五
歳
と
、
こ
の
世

代
で
は
珍
し
く
妻
の
方
が
夫
よ

り
十
歳
ほ
ど
年
上
だ
。
最
近
、

妻
は
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
し
、

も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
て
痴
呆
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
介
護
保
険

を
受
け
さ
せ
よ
う
と
、
夫
が
主

治
医
意
見
書
を
書
い
て
欲
し
い

と
や
っ
て
来
た
。

Ｏ
さ
ん
宅
に
は
た
ま
に
往
診

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
す
ぐ

書
け
ま
す
よ
、
と
ふ
た
つ
返
事

で
答
え
た
が
、
い
や
ま
て
よ
、

痴
呆
が
あ
る
な
ら
「
特
記
す
べ

き
事
項
」
の
欄
を
し
っ
か
り
書

か
な
け
れ
ば
良
い
主
治
医
意
見

書
と
は
言
え
な
い
ぞ
！
と
思

い
、
先
に
「
申
請
者
家
族
へ
の

問
診
表
」
を
書
い
て
く
る
よ
う

に
と
ご
主
人
に
お
渡
し
し
た
。

こ
の
問
診
表
は
京
都
府
乙
訓
医

師
会
の
も
の
を
参
考
に
石
川
協

会
で
つ
く
っ
た
も
の
で
、
介
護

者
の
手
間
を
勘
案
す
る
た
め

に
、
本
人
に
は
面
と
向
か
っ
て

聞
け
な
い
よ
う
な
問
題
行
動
や

痴
呆
の
状
況
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
で
家
族
に
質
問
し
て
お

り
、
お
サ
ル
先
生
も
コ
ピ
ー
し

て
愛
用
し
て
い
る
。

翌
日
、
何
と
奥
さ
ん
ご
自
身

が
そ
の
問
診
表
を
封
筒
に
も
入

れ
ず
、
裸
で
持
っ
て
き
た
。
お

サ
ル
先
生
は
往
診
中
で
不
在
だ

っ
た
が
、
曰
く
、「
ウ
ソ
ば
っ

か
！
」
と
吐
き
捨
て
て
受
付
に

置
い
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
。

ミ
ニ
エ
ピ
ソ
ー
ド
②

Ｐ
さ
ん
（
八
十
五
歳
男
性
）

は
、
近
所
で
も
頑
固
で
有
名
だ

が
、
よ
く
似
た
性
格
の
息
子
さ

ん
と
い
つ
も
些
細
な
こ
と
で
ワ

ー
ワ
ー
と
言
い
争
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
二
回
も
財
布
を
な

く
し
て
い
る
の
で
、
息
子
さ
ん

は
親
に
預
金
通
帳
を
渡
そ
う
と

し
な
い
。
こ
れ
が
ま
た
Ｐ
さ
ん

の
気
に
食
わ
な
い
。
例
の
問
診

表
を
息
子
さ
ん
に
書
い
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
お
金
や
薬
の
管

理
を
自
分
で
し
な
け
れ
ば
気
が

す
ま
な
い
、
援
助
を
拒
絶
す
る

の
で
「
介
護
へ
の
抵
抗
あ
り
」、

男
の
料
理
が
趣
味
だ
が
、
先
日

ナ
ベ
を
焦
が
し
て
し
ま
っ
た
の

で
「
火
の
不
始
末
あ
り
」、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

訪
問
診
療
の
時
に
は
、
ち
ょ

っ
と
ま
わ
り
く
ど
い
だ
け
で
ご

く
普
通
に
応
対
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
の
だ
が
・
・
・
。
結

局
、
お
サ
ル
先
生
は
介
護
度
が

上
が
る
よ
う
に
と
息
子
さ
ん
の

意
見
を
そ
の
ま
ま
主
治
医
意
見

書
に
書
い
た
た
め
か
、
要
介
護

度
２
に
な
っ
た
。

ミ
ニ
エ
ピ
ソ
ー
ド
③

九
十
四
歳
の
Ｑ
さ
ん
に
つ
い

て
、
介
護
者
で
あ
る
お
嫁
さ
ん

か
ら
「
お
金
が
盗
ら
れ
る
、
と

夜
な
夜
な
全
財
産
を
風
呂
敷
に

包
ん
で
徘
徊
す
る
の
で
た
ま
ら

な
い
。
出
張
の
多
い
夫
は
、
自

分
の
母
親
の
痴
呆
を
認
め
よ
う

と
し
な
い
の
で
、
私
だ
け
が
親

戚
中
か
ら
悪
者
に
さ
れ
る
」
と

聞
か
さ
れ
て
い
た
。

あ
る
日
の
訪
問
診
療
で
の
出

来
事
。
お
嫁
さ
ん
か
ら
、
昨
夜

も
財
布
が
無
く
な
っ
た
と
騒
ぎ

立
て
た
の
で
一
睡
も
で
き
な
か

っ
た
、
と
の
報
告
を
受
け
た
。

そ
の
間
、
う
つ
ろ
な
目
を
し
て

ボ
ー
ッ
と
天
井
を
見
て
い
た
Ｑ

さ
ん
は
、
隣
の
部
屋
の
電
話
で

お
嫁
さ
ん
が
中
座
す
る
や
否

や
、
小
さ
い
が
切
羽
詰
ま
っ
た

声
で
手
招
き
し
て
、
「
先
生
、

先
生
！
嫁
の
言
っ
て
い
る
こ
と

を
信
じ
た
ら
ダ
メ
で
す
。
皆
ウ

ソ
な
ん
で
す
！
」
と
真
顔
で
お

サ
ル
先
生
に
訴
え
た
。

こ
れ
を
や
ら
れ
た
ら
、
実
の

息
子
や
娘
は「
母
は
嫁
の
手
前
、

痴
呆
の
ふ
り
を
し
て
い
る
だ
け

で
は
な
い
か
、
抑
圧
さ
れ
て
助

け
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
同
情
す
る
の
も
無
理
は

な
い
な
と
思
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
カ
月
間
、
誰
の

目
か
ら
み
て
も
Ｑ
さ
ん
の
痴
呆

が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
は
針
の

ム
シ
ロ
の
毎
日
だ
っ
た
、と
後
日

お
嫁
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
た
。

◇

い
っ
た
い
医
者
は
患
者
本
人

と
家
族
の
ど
っ
ち
の
味
方
な
ん

だ
、
と
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
家
族
」
と
「
本
人
」。
こ
の

図
式
を
ど
う
捉
え
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
？
来
る
三
月
十
七
日

（
土
）
に
開
か
れ
る
保
険
医
協

会
の
定
期
総
会
記
念
講
演
（
一

面
参
照
）
で
は
、
こ
う
い
っ
た

問
題
が
ご
専
門
で
あ
る
、
金
沢

大
学
医
学
部
保
健
学
科
助
教

授
・
塚
崎
恵
子
先
生
の
ご
講
演

が
聴
け
る
と
い
う
こ
と
で
大
変

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
、
参
加
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

訪
問
言
語
聴
覚
士
を
始
め

て
二
年
半
た
ち
ま
す
。
在
宅

で
の
摂
食
嚥
下
障
害
者
の

方
々
へ
の
対
応
は
、
安
（
あ
）

全
に
、
楽
（
た
の
）
し
く
、

（
し
）
っ
か
り
栄
養
の
と
れ

る
「
あ
ー
楽
し
い
食
事
」
を

目
標
に
以
下
の
四
点
を
柱
と

し
て
い
ま
す
。

一
つ
に
、
病
院
と
地
域
、

地
域
同
士
の
情
報
交
換
を
確

実
に
行
う
こ
と
で
す
。
地
域

で
は
多
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
関

わ
る
た
め
、
正
確
な
情
報
が

確
実
に
伝
わ
り
に
く
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ご

本
人
の
良
い
状
態
を
維
持
す

る
に
は
確
実
な
情
報
が
不
可

欠
で
す
。
ま
た
、
専
門
用
語

の
羅
列
で
は
な
く
、
分
か
り

や
す
く
具
体
的
な
情
報
が
求

め
ら
れ
る
の
で
、
私
の
場
合

は
、
訪
問
看
護
婦
や
ヘ
ル
パ

ー
、
家
族
の
方
々
に
食
事
介

助
方
法
を
直
接
指
導
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
食
事
介
助
と
は
、
食

事
を
口
に
運
ぶ
作
業
だ
け
で

は
な
く
、
食
前
後
の
口
腔
・

咽
頭
内
清
掃
、
準
備
運
動
、

安
全
で
楽
し
い
食
事
介
助
、

食
後
の
安
全
体
位
と
い
っ
た

一
連
の
流
れ
を
す
べ
て
含
む

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

二
つ
に
、
関
係
者
す
べ
て

に
摂
食
嚥
下
障
害
の
正
し
い

知
識
を
得
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
食
事
現
場
で
よ
く
見
ら

れ
る
状
況
に
は
、
口
の
中
に

ど
ん
ど
ん
詰
め
こ
ま
れ
て
患

者
さ
ん
が
む
せ
か
え
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
や
、
摂
食
機
能

レ
ベ
ル
を
無
視
し
た
食
事
、

介
助
者
中
心
の
食
事
ペ
ー
ス

な
ど
が
あ
り
、
病
院
で
の
訓

練
・
指
導
が
全
く
反
映
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
喉
頭
挙
上
を
確
認
し

て
か
ら
食
事
を
お
口
に
運
ん

で
下
さ
い
」と
助
言
し
て
も
、

「
こ
の
方
は
口
を
開
け
ま
せ

ん
」
と
挙
上
の
瞬
間
を
ね
ら

っ
て
口
に
ス
プ
ー
ン
を
ね
じ

込
も
う
と
す
る
介
助
者
の

方
、
経
管
栄
養
だ
か
ら
と
口

腔
内
清
掃
を
さ
れ
ず
、
汚
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
な

ど
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

介
助
者
は
忙
し
く
、
食
事
以

外
の
仕
事
に
追
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
食

事
は
大
き
な
楽
し
み
の
場
で

あ
る
と
同
時
に
、
誤
嚥
・
窒

息
と
い
っ
た
危
険
が
待
ち
う

け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
場

で
も
あ
り
ま
す
。
危
険
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
も
知
識
が

必
要
で
す
。
介
助
者
の
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
、
全
体
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
物
理
的
に

困
難
な
条
件
の
中
で
き
ち
ん

と
対
応
す
る
こ
と
自
体
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
は
あ
り
ま
す
。

三
つ
に
、
介
助
者
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
で
す
。
嚥
下
障
害
で
は

最
低
限
、
口
腔
・
咽
頭
の
ケ

ア
、
摂
食
機
能
に
あ
っ
た
体

位
、
食
材
、
食
事
形
態
、
バ

イ
タ
ル
異
常
の
対
処
、
食
事

を
継
続
す
べ
き
か
否
か

等
々
、
多
く
の
項
目
を
短
時

間
に
病
院
か
ら
離
れ
た
在
宅

と
い
う
場
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、

介
護
支
援
専
門
員
が
専
門
家

の
意
見
を
サ
ー
ビ
ス
計
画
に

反
映
で
き
、
介
助
者
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
け
る
存
在
と
な

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
私
も

昨
年
か
ら
介
護
支
援
専
門
員

の
仕
事
に
携
り
、
嚥
下
障
害

の
あ
る
方
の
サ
ー
ビ
ス
計
画

で
、
調
理
を
含
む
訪
問
介
護

時
間
に
余
裕
を
も
た
せ
た

り
、家
族
と
の
相
談
を
交
え
、

介
助
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

四
つ
に
、
嚥
下
障
害
の
予

防
で
す
。
保
健
事
業
等
で

「
摂
食
嚥
下
障
害
」
の
啓
発

活
動
が
、
も
っ
と
盛
ん
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

私
は
、
市
町
村
の
介
護
教
室

や
訪
問
看
護
、
ヘ
ル
パ
ー
講

習
や
お
年
寄
り
の
集
会
な
ど

で
も
お
話
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
四
つ
の
柱
が
充
実

し
、
嚥
下
障
害
の
あ
る
方
が

「
あ
ー
楽
し
い
食
事
」
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
根
を
降
ろ

し
、
援
助
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

シリーズ 

言
語
聴
覚
障
害
と
は
？
 

そ
の
③

在
宅
に
お
け
る
対
応

■
摂
食
・
嚥
下
障
害
に
つ
い
て
 

言
語
聴
覚
士
会
会
員
　
片
田
ル
ミ
子

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
相
談
室
）

20

小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

新刊紹介新刊紹介 
 「内視鏡的胃瘻造設術 
　―手技から在宅管理まで」 
 

新刊紹介 
 「内視鏡的胃瘻造設術 
　―手技から在宅管理まで」 
 自薦ははばかられるのだが、PEG 
（Percutaneous Endoscopic Gastrostomy）
の教科書として決定版ともいえる単行本が、
この度、発刊されたのでご紹介したい。 
本書は、胃瘻の基本的知識にはじまり、
PEGの適応と造設手技、術後管理と合併
症対策、栄養投与法と在宅管理の具体的
方法などを、分かりやすいシェーマと美しい
写真で解説している。 
PEGの専門書としては、筆者も参加した「経

皮内視鏡的胃瘻造設術と在宅管理」（メ
ディカル・コア発刊）以来、5年ぶりのまとまっ
た本で、前回の主力メンバーが最近の知見
を加え、全力投球で執筆している。 
実は、同書は1月11日付「Japan Medicine」

紙上でも、「１冊でわかる“PEG”のバイブル」と絶賛されている。 
筆者ら７人が執筆を担当、編著は北里大学東病院の嶋尾　仁氏（消化器
外科講師）。B5判、本文159ページ、5500円＋税。発行は永井書店。 

（小川滋彦・記） 
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『
あ
お
む
け
に
寝
か
さ
れ
、

養
父
（
五
十
四
）
の
大
き
な
体

が
の
し
か
か
る
。「
ユ
ミ
ち
ゃ

ん
、
仲
良
く
し
よ
う
よ
」。
痛

み
に
悲
鳴
を
上
げ
そ
う
に
な
っ

た
が
、
必
死
で
飲
み
込
ん
だ
。

暴
れ
た
り
叫
ん
だ
り
す
れ
ば
、

殴
ら
れ
る
。
涙
を
こ
ぼ
し
な
が

ら
、
た
だ
終
わ
る
の
を
じ
っ
と

待
つ
し
か
な
か
っ
た
。
瀬
戸
内

海
を
望
む
静
か
な
町
で
、
小
学

生
だ
っ
た
ユ
ミ
さ
ん
（
十

三
）
＝
仮
名
＝
は
、
三
年
以
上

に
わ
た
り
性
虐
待
を
受
け
続
け

た
。
生
後
す
ぐ
に
両
親
が
離
婚

し
た
。
姉
二
人
は
実
父
（
四
十

九
）、
ユ
ミ
さ
ん
は
母
親
（
五

十
）
に
引
き
取
ら
れ
た
。
五
歳

の
時
、
母
親
が
再
婚
し
た
。
ユ

ミ
さ
ん
に
と
っ
て
養
父
に
な
っ

た
男
は
暴
力
で
家
を
支
配
し

た
。
母
親
は
頭
を
ベ
ル
ト
の
金

具
で
打
た
れ
、
傷
口
に
血
が
吹

き
固
ま
る
状
態
に
な
っ
て
も
病

院
に
行
か
な
か
っ
た
。
行
け
ば

さ
ら
に
殴
ら
れ
る
か
ら
だ
。
ユ

ミ
さ
ん
も
こ
ぶ
し
や
ハ
ン
ガ
ー

で
殴
ら
れ
た
。
顔
に
あ
ざ
が
で

き
る
と
、
消
え
る
ま
で
学
校
を

休
ま
さ
れ
た
。
担
任
教
師
が
異

変
に
気
づ
き
、
何
度
か
訪
ね
て

き
た
が
、
そ
の
た
び
に
養
父
は

笑
顔
で
「
道
で
転
ん
だ
」「
階

段
か
ら
落
ち
た
の
で
す
」
と
ご

ま
か
し
た
。
性
虐
待
が
始
ま
っ

た
の
は
七
歳
の
春
だ
っ
た
。
小

学
四
年
に
な
っ
て
、
養
父
は
ユ

ミ
さ
ん
に
日
記
帳
を
買
い
与

え
、
虐
待
し
た
日
に
わ
ざ
わ
ざ

「
花
マ
ル
」
の
印
を
付
け
さ
せ

た
。（
中
略
）
母
親
は
性
虐
待

を
う
す
う
す
知
り
な
が
ら
、
娘

を
守
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
以

前
、
育
児
の
悩
み
か
ら
心
身
症

を
病
ん
だ
う
え
、
激
し
い
暴
力

を
受
け
続
け
た
。
ユ
ミ
さ
ん
の

姉
は
「
母
も
自
分
の
身
を
守
る

の
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で

は
」と
傷
つ
い
た
母
を
か
ば
う
。

（
中
略
）
ユ
ミ
さ
ん
は
今
、
児

童
福
祉
施
設
か
ら
中
学
校
へ
通

っ
て
い
る
。
だ
が
、
心
の
傷
は

い
え
な
い
。
最
近
、
児
童
福
祉

司
に
ポ
ツ
リ
と
こ
う
漏
ら
し

た
。「
私
は
将
来
、
結
婚
な
ん

て
し
た
く
な
い
」（
後
略
）』。

こ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
十
二
月

十
三
日
付
け
の
毎
日
新
聞
ニ
ュ

ー
ス
で
す
。
絶
句
し
て
し
ま
い

ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
は
ま
さ
に
世
紀

末
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
年
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
と

り
わ
け
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
の
崩
壊
は
深
刻
で
、
も

は
や
歯
止
め
が
利
か
な
い
の
で

は
・
・
・
と
も
思
わ
せ
る
事
件

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
印
象
に
残
る
の
は
「
暴
力
」

の
蔓
延
で
す
。
学
校
、
地
域
社

会
に
お
け
る
暴
力
は
も
と
よ

り
、
本
来
、
安
ら
ぎ
の
場
で
あ

っ
た
「
家
庭
」
ま
で
も
が
、
暴

力
に
お
び
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
所
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
現

象
が
「
虐
待
」
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
虐
待
が
、

家
庭
内
の
い
わ
ば
密
室
状
態
で

行
わ
れ
る
た
め
に
実
態
は
つ
か

み
難
い
と
さ
れ
な
が
ら
も
、

「
年
間
五
万
件
」
と
い
う
推
計

を
聞
く
と
、
看
過
で
き
な
い
の

は
当
然
で
す
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
十
七
日
、

十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を
虐
待

し
た
保
護
者
の
「
親
権
」
の
ご

く
一
部
を
一
時
制
限
す
る
内
容

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
児
童
虐

待
防
止
法
」
が
参
院
本
会
議
で

全
会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
、

十
一
月
二
十
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
法
律
成
立

後
も
減
る
様
子
は
あ
り
ま
せ

ん
。発

覚
し
た
虐
待
死
亡
事
件
の

ほ
か
に
も
、
病
死
や
事
故
死
な

ど
に
扱
わ
れ
発
覚
し
て
い
な
い

事
件
や
、
幸
い
死
亡
に
至
ら
な

か
っ
た
虐
待
障
害
事
件
が
多
発

し
て
い
る
と
い
う
背
景
を
考
え

る
と
、
単
に
「
家
庭
の
問
題
」

で
片
付
け
ら
れ
る
話
で
は
済
み

ま
せ
ん
。

解
決
の
方
法
を
至
る
と
こ
ろ

で
論
議
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、

「
暴
力
」
は
、「
暴
力
の
連
鎖
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
虐
待
の

背
景
に
は
虐
待
に
至
る
理
由

が
、
親
の
資
質
と
い
う
次
元
を

超
え
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う

見
方
に
説
得
力
を
感
じ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
国
の
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
の
中
に
は
、「
子
ど
も

を
増
や
そ
う
」
と
い
う
目
的
だ

け
で
、
子
ど
も
の
「
尊
厳
」

「
人
権
」
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
話
題
に
な
っ

て
い
る
教
育
改
革
国
民
会
議
報

告
で
は
、「
尊
厳
」「
人
権
」
と

い
う
子
ど
も
観
が
欠
落
し
て
い

る
ば
か
り
か
、「
押
し
つ
け
の

道
徳
」
や
「
奉
仕
の
義
務
」
な

ど
、
本
来
、
大
人
の
模
範
に
よ

っ
て
自
主
的
に
身
に
つ
け
て
い

く
こ
と
を
、
服
従
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
に
強
制
し

て
し
ま
お
う
と
す
る
理
解
し
難

い
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
女
ポ
ル
ノ
や
買
売
春
が
は
ん

ら
ん
し
、
危
険
な
玩
具
や
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
子
ど
も
の

育
ち
を
奪
う
商
品
が
無
秩
序
に

売
ら
れ
・
買
い
与
え
ら
れ
、
さ

ら
に
は
、
い
つ
殺
さ
れ
る
か
分

か
ら
な
い
社
会
の
中
で
、「
道

徳
」
や
「
奉
仕
」
を
強
制
し
て
、

い
っ
た
い
何
を
子
ど
も
に
教
え

ら
れ
る
の
か
。

怖
い
の
は
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
育
つ
環
境
を
奪
わ
れ
た
子

ど
も
た
ち
が
学
校
で
心
の
バ
ラ

ン
ス
を
失
っ
た
と
き
、
今
度
は

「
排
除
」
す
る
と
い
う
考
え
方

は
教
育
の
機
会
を
奪
う
ば
か
り

か
、
大
人
の
責
任
放
棄
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。「
信
頼
」
さ
れ

な
い
大
人
か
ら
の
「
強
制
」
は
、

目
に
見
え
な
い
「
暴
力
」
で
す
。

今
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
の
声

を
聞
き
、
大
人
た
ち
が
自
ら
を

律
す
る
自
覚
の
中
で
、
子
ど
も

の
育
つ
環
境
づ
く
り
に
全
力
を

注
ぐ
べ
き
で
す
。

今
、
一
九
四
七
年
に
施
行
さ

れ
た
「
教
育
基
本
法
」
を
改
め

て
読
み
返
せ
ば
、
五
十
年
前
の

施
行
と
は
い
え
、
現
在
に
十
分

な
役
割
を
果
た
す
内
容
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
法
律
を

変
え
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
一

部
に
起
き
て
い
ま
す
が
、
い
た

ず
ら
に
変
え
る
こ
と
で
は
な

く
、
今
こ
そ
こ
の
法
律
の
趣
旨

を
再
確
認
し
、
遵
守
す
る
決
意

と
実
行
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
末
、
あ
る
小
学
校
の
教

師
と
教
育
改
革
国
民
会
議
の
提

言
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
教
師
は
、
こ

う
話
し
ま
す
。

『「
人
材
を
活
か
す
」
と
い
う

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

人
を
「
材
」
と
呼
び
、「
活
か

す
」
と
い
う
人
権
感
覚
が
、
こ

の
会
議
の
内
実
を
暴
露
し
て
い

る
。
人
を
人
と
し
て
尊
ぶ
姿
勢

が
見
え
ず
、
人
を
社
会
に
お
け

る
将
棋
の
駒
の
よ
う
に
評
価
す

る
こ
と
へ
の
反
省
こ
そ
が
必
要

だ
』
と
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

『
世
界
の
教
育
の
基
本
と
な
る

も
の
は
「
平
和
」「
人
権
」「
民

主
主
義
」
「
環
境
」
で
あ
る
。

だ
れ
も
が
疑
わ
な
い
は
ず
の
こ

れ
ら
の
重
要
な
課
題
を
、
教
室

の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
教

え
る
か
が
教
育
者
の
責
務
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
会
議
で
は

一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
問
題
だ
』
と
。

こ
の
教
師
の
発
言
か
ら
、
二

十
一
世
紀
の
課
題
が
見
え
て
き

ま
す
。

シ
リ
ー
ズ 

▼
⑧
▲ 

杉
野
　
洋
一
郎
（
事
務
局
）

児
童
虐
待
防
止
法
は
成
立
し
た
が
… 

二
十
一
世
紀
を「
平
和
」「
人
権
」「
民
主
主
義
」「
環
境
」で 

このコーナーへの 
原稿原稿を募集募集します。す。 
このコーナーへの 
原稿を募集します。 

保険医協会では、子どもの
心の問題に関する活動を進め
るにあたり、本コーナーにて、
読者のご意見をリレー式に掲
載させていただいています。
ご自身の地域や関わる団体に
ついて、あるいは日ごろ思って
いることなどを、800字から
1200字程度
にまとめて、編
集部へお送り
下さい。 
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保育あります。 

●事務局代表 
石川県立明和養護学校松任分校  木崎伸子（TEL 076‐276‐6899） 

自閉症の療育 
―TEACCHプログラムについて― 

■講　師 

■と　き 

■ところ 

佐々木正美 氏（川崎医療福祉大学医療福祉学部教授） 
2001年3月18日（日）午後1時～3時30分 
石川県社会福祉会館 4階大ホール（金沢市本多町3‐1‐1） 

■参加費 無料 
保育あります。 

保育が必要な方は事前に申し込んで下さい。但し、実費について自己負担が必要です） 

◆◇講師紹介 
佐々木正美（ささきまさみ）氏 

1935年群馬県前橋市生まれ。新潟大学医学部卒。ブリティッシュ・コロンビア
大学医学部児童精神科に留学。 

帰国後、国立秩父学園、（財）神奈川県児童医療福祉財団・小児療育相談
センター所長、横浜市総合リハビリセンター参与、東京大学医学部精神科講師、
東京女子医科大学小児科講師などを歴任。現在、川崎医療福祉大学教授。
ノースカロライナ大学医学部精神科臨床教授。 

■主書 
「児童精神医学の臨床」「自閉症の治療教育プログラム・監訳」（以上、ぶ
どう社）、「自閉症の診断と基礎的問題・共著」（学苑社）、「CARS小児自
閉症評定尺度・監修」「自閉症発達単元267・監修」（以上、岩崎学術出版
社）他 

学校関係 
横井小児科内科医院  横井透（E-mail：t-yokoi@po3. nsknet. or. jp） 医療関係 

自閉症成人施設「はぎの郷」中島章雄（TEL 076‐288‐0339） 福祉関係 

●
年
間
五
万
件
の
「
虐
待
」
が

●
連
鎖
す
る
「
暴
力
」

●
人
を
尊
ぶ
世
紀
に



2001年２月15日（毎月15日発行）（8）第346号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

『保険医の経営と税務（2001年版）』 
ご希望の会員に 

医業に係わる確定申告の実務書として、また、医療を守る立場から、激変する
税務情勢を鮮明にし、これを医業経営に生かせるようにと、今年も改訂版が発行
されました。
１章の医業所得の計算も、税務調査と関連させる観点から、申告、調査の流れ

を詳しく解説しています。

■確定申告のポイント

■第1章　医業所得の計算

■第2章　医療法人

■第3章　開業時の税務・承継

■第4章　相続税・贈与税

■第5章　共済制度と税金

■確定申告の記載例

B5判・127頁　定価1,500円（送料共）

お問い合わせ・ 
お申し込みは 
協会事務局まで 

―なるべくFAXをご利用いただければ幸いです― 

T E L ：（076）222－5373 
F A X ：（076）231－5156 
E-mail ： ishikawa-hok＠doc-net.or.jp

※ご希望の会員には1冊無料でお送り

します。電話・FAX・E-mailなどで

お申し込み下さい。

主な内容

会員リレーエッセイ ◆◆24◆◆

「
お
城
か
ら
降
り
て
こ
ら
れ
た
ら
、
大
き
な
通
り
に
出
ま

す
。
こ
こ
は
右
に
曲
が
っ
て
く
だ
さ
い
な
。
今
い
ら
っ
し
ゃ

る
博
覧
館
が
見
え
た
ら
、
今
度
は
き
っ
と
左
で
す
よ
。
ま
っ

す
ぐ
歩
い
て
丁
度
ぴ
っ
た
し
五
十
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
辺
り
か

ら
が
職
人
町
で
す
な
」

十
五
分
も
前
か
ら
延
々
と
町
巡
り
の
説
明
が
続
い
て
い

る
。
最
初
は
お
城
か
ら
ご
覧
に
な
る
と
い
い
で
す
よ
、
と
言

っ
て
い
た
の
に
、
八
幡
城
の
閉
館
ま
で
も
う
二
十
分
し
か
な

い
。「

江
戸
の
こ
ろ
か
ら
の
街
な
の
で
す
が
な
。
大
正
に
大
火

に
あ
っ
て
か
ら
袖
壁
と
紅
殼
格
子
で
。
そ
り
ゃ
あ
、
品
が
あ

り
ま
す
な
」

「
ず
っ
と
行
っ
て
、
右
に
首
を
ち
ょ
っ
と
捻
る
と
」

爺
さ
ん
も
自
分
が
そ
こ
で
宗
祇
水
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る

か
の
よ
う
に
首
を
捻
っ
て
い
る
。

「
す
る
と
、
宗
祇
水
が
あ
り
ま
す
じ
ゃ
」

「
あ
の
ー
」

「
は
て
！
」

「
そ
ろ
そ
ろ
、
城
に
急
が
な
い
と
。
時
間
が
」

「
そ
れ
よ
り
、
お
客
さ
ん
方
は
、
郡
上
の
踊
り
は
知
ん
な

す
っ
て
お
い
で
る
か
？
い
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

ぞ
」右

端
の
書
類
棚
を
一
頻
り
捜
し
て
、
謄
写
版
刷
り
の
郡
上

踊
り
の
説
明
書
き
を
三
部
ば
か
り
押
し
付
け
る
。

「
ち
ょ
っ
と
先
ま
で
毎
晩
の
よ
う
に
踊
り
が
あ
り
ま
し
た

が
な
。
お
盆
も
過
ぎ
て
、
今
は
見
れ
ま
せ
ん
な
あ
。
春
駒
も

好
い
が
、
わ
し
は
か
わ
さ
き
で
す
な
。
お
客
さ
ん
は
ど
れ
が

よ
ろ
し
い
か
」

「
あ
の
ー
。
ほ
ん
と
に
僕
ら
は
急
ぎ
ま
す
の
で
。
ご
親
切

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

こ
れ
以
上
、
爺
さ
ん
の
話
に
付
き
合
う
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
き
っ
ぱ
り
そ
う
言
っ
て
館
を
出
た
時
は
も
う
夕
暮
れ
。

城
は
明
日
に
取
っ
て
お
く
こ
と
に
し
て
、
そ
れ
で
も
爺
さ

ん
の
謂
う
と
お
り
鍛
冶
屋
町
か
ら
本
町
付
近
に
向
か
う
こ
と

に
し
た
二
人
だ
っ
た
が
・
・
・

こ
の
後
、「
大
黒
屋
」
で
溜
醤
油
の
講
釈
を
婆
ち
ゃ
ん
か

ら
拝
聴
。
落
鮎
を
食
い
に
い
っ
た
「
大
八
」
で
店
の
末
っ
子
、

八
幡
小
学
校
二
年
生
の
陽
子
ち
ゃ
ん
と
写
し
絵
で
盛
り
上
が

り
、「
母
情
」「
宗
祇
水
」「
積
翠
」
と
飲
み
す
す
む
う
ち
に
、

郡
上
八
幡
の
夜
は
更
け
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

◇

『
ア
イ
さ
ん
と
郡
上
八
幡
に
い
っ
て
ま
し
た
。
町
の
人
は

い
い
人
ば
か
り
。
博
覧
館
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
郷
土
料
理
屋
の
陽
子
ち
ゃ
ん
。
輪
投
げ
大

会
は
ど
う
で
し
た
か
？
な
に
か
も
ら
え
た
か
な
ー
？
写
し
絵

と
て
も
上
手
で
し
た
ね
。
こ
ん
ど
は
、
踊
り
の
と
き
に
い
っ

て
「
春
駒
」
踊
ろ
う
っ
と
』（
小
森
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
B
B
S
。
十
月
十
五
日
の
カ
キ
コ
。
た
っ
ち
ゃ
ん
）

郡
上
八
幡
幻
想

小
森
　
貴
（
金
沢
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は３面にあります） 

カサマツ明希大会での実戦からで白番 
でどうなりますか。 

と　き 2001年2月27日（火） 
 午後7時半～9時　※午後7時～7時半まで編集会議を開きます。 

ところ 割烹・仕出し大浦 
 （金沢市玉鉾1の75　電話 076‐291‐2334） 

会　費 お一人様　10,000円 
申し込み 2月19日までに保険医協会事務局へ電話、FAX、E-mailにて 
 お申し込みください。 

主　催 石川県保険医協会 
 TEL（076）222‐5373　FAX （076）231‐5156 
 Ｅ-mail : iskw_sugino＠doc-net. or. jp

ここが魅力!! 

第2休業保障 
募集締切迫る！ 2001年

度 

―2月28日締切― 
① 最高保障月額300万円（従来の休保とは別に給付されます） 
② 既往症があっても 
 告知すれば他の疾病は給付（加入できない疾病もあります） 
③ 掛金は法人負担で損金 
 （青色申告の事業主が加入者の場合は必要経費不可） 

④ 74歳まで加入可（75歳で脱退） 
⑤ 掛金の20％が戻る（無事故の場合） 
⑥ 団体割引で掛金が安い（個人で加入するより10％安い） 

ここが魅力!! 

●詳しくは事務局まで1076‐222‐5373

金
沢
は
大
雪
で

あ
る
。
十
数
年
ぶ
り

の
こ
と
ら
し
い
。
子

ど
も
の
背
丈
ほ
ど
も

降
り
積
も
っ
た
雪
の

中
で
、
至
る
所
に
車

が
立
ち
往
生
し
て
い
る
。
診
察

室
も
今
日
は
開
店
休
業
で
あ
る

▼
小
学
校
は
午
前
中
で
休
校
と

な
っ
た
。
小
さ
な
背
中
に
大
き

な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
か
つ
い
で
、

よ
た
よ
た
と
一
年
生
が
帰
っ
て

行
く
。
我
が
家
の
五
年
生
も
途

中
で
二
度
も
転
ん
で
き
た
。
歩

道
は
雪
で
す
っ
か
り
埋
め
尽
く

さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

車
道
を
開
け
る
た
め
に
、
歩
道

は
雪
山
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た

り
す
る
。
お
年
寄
り
は
当
然
出

か
け
る
こ
と
な
ど
で
き
は
し
な

い
。
親
は
子
供
が
無
事
に
帰
っ

て
く
る
迄
は
気
が
気
で
は
な

い
。
お
か
し
な
国
で
あ
る
▼
北

欧
で
は
ま
ず
歩
行
者
の
通
路
が

優
先
し
て
確
保
さ
れ
る
。
と
言

う
よ
り
、
雪
が
降
る
こ
と
を
前

提
に
し
て
、
生
活
が
で
き
る
場

を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
人

間
に
対
す
る
根
本
的
発
想
が
異

な
っ
て
い
る
の
だ
。
生
活
よ
り

産
業
を
、
人
間
よ
り
も
車
を
、

こ
の
国
は
依
然
と
し
て
、
明
治

以
来
の
富
国
強
兵
を
ひ
き
ず
っ

て
い
る
▼
障
害
者
に
優
し
い

町
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
石
川
県

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
が
、

実
は
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
は

全
国
で
最
も
貧
困
で
あ
る
。
い

つ
も
し
わ
寄
せ
は
弱
い
者
に
押

し
寄
せ
る
。
お
年
寄
り
、
子
ど

も
、障
害
を
持
っ
た
人
で
あ
る
。

雪
の
日
に
も
、
彼
ら
が
安
心
し

て
外
出
で
き
る
町
の
有
り
様
こ

そ
が
本
当
の
意
味
の
バ
リ
ア
フ

リ

ー

だ

と

思

う

の

だ

が
・
・
・
。

（
Ｍ
・
Ｏ
）

◎
『
全
国
保
険
医
新
聞
』（
二
月
五
日
号
）
に
掲
載
さ
れ

た
、
本
紙
の
大
平
政
樹
編
集
長
（
保
団
連
新
聞
部
員
）
執

筆
の
コ
ラ
ム
で
す
。




